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れ ども,例 えばパ リのアール ・デコといえ
ば,そ れはパ リにしか存在 しない。そこに
暮 らす人々の趣味や習慣 を忠実に反映 した
アール ・デコは,本 来個別的で地域性 を強
く持 っている。その場所で,そ の時代 を生
きた人々だけが感 じていた,ア ール ・デコ
感覚 とい うものがそこにあったはずである。
もし今 日に引きつけて,ア ール ・デコの造
形に込め られた心理や饒舌の背後に潜む意






だろう。 とりわけアール ・デコは,そ のよ
うな人間味に同情的であったに違いない。
ここに紹介する2冊 は,「アール ・デコ
の世界」 と題 された全5巻 の中の第1巻 と
第4巻 。 出版 は学習研究社。1990年7月か
ら,91年3月にかけて順不同に刊行 された。
5巻の編成 は,1。 パ リ,2.ニ ュー ヨー
ク,3.ハ リウ ッド/マ イアミ,4.ミ ラ
ノ,5.ウ ィーンと,都 市別に構成 されて
お り,それぞれ別々の編者が受け持 ってい
る。その内,パ リ編 とミラノ編が,佐 野敬
彦氏の担当になるものである。この都市別
に構成 されているとい う点は,企 画の大き
な特徴である。例えば家具編,装 身具編,
ポスター編 といった分野や,年 代あるいは
様式上の傾向な どによって アール ・デコの
世界 を分類す ることも可能ではある。けれ
どもそのような方法によって,い わば博物
館的に整然 と陳列 されたアール ・デコ期の
標本をただ眺めるに止 まって しまうよりは,
それぞれの都市に生 まれたアール ・デコな
る感覚を,読 者が生 き生 きと感 じとること
ので きるように配慮 されているのだと思わ
れる。
さて,第1巻 は 「パリ アール ・デコ誕
生」 と題されている。アール ・デコの呼び
名が,1925年にパ リで開催 された装飾美術
の万国博覧会に因んでい ることはよ く知 ら
れる通 りだが,そ れはなに も名称に限った














年 を頂点 と して退潮 して い くアール ・ヌ
ヴォに代わるもの,よ りシンプルで端正な
ものを求める新しい趣味として理解される。
1901年に結成 された,美 術家 ・装飾家協会
(SAD)に属する若い世代を中心に,そ う
した傾向は推進 された。 イリブやラ トォに
み られる,ネ オ ・ロココとも呼べ るような
洗練 を,編 者はヨーロッパにおけるエ レガ
ン トのひとつの終着点 とみる。特に リュル
マ ンは選びぬかれた材料 と卓抜 した職人芸
を駆使 し,そ の精華 を示 している。一方で,
このような 「装飾派」に批判的な傾向 も起
こって くる。シャローやピュイフォルカ,
エルブス トといった,よ り現代 的な様式 を
志 向す る作 家 た ちは,SADを 脱退 し,
1929年ル;コ ルビュジェらと近代美術家連
合(UAM)を 結成す る。25年博以後彼 ら
が,フ ランスにおけるモダン ・デザインの
正統 として活躍するわけだが,例 えばピュ





パ リ独 特の感性 だとい える。 ところで,
アール ・デコの主役 は室内装飾家ばか りで
はない。1909年にデビューしたロシア ・バ
レエの舞台装飾には,実 に多 くの芸術家が




い影響を与えた。特 に,女 性 をコルセ ット
から解放 しファッション革命 を起 こしたポ
ワレは,ロ シア ・バ レエの装飾家バクス・ト
がみせた強烈な色彩と東洋趣味かち多犬な
着想 を得ている。美術,演 劇,フ ァッショ
ンなどが錯綜する状況のあ らゆる場面に,
パ リのアール ・デ コ感覚 は充満 していた。
その懐 の深 さにおいて,パ リはや はりアー
ル ・デコ誕生の地であ り,本拠地なのだろ
う。
次に,第4巻 「ミラノ イタリアン ・デ
ザインの創造」は,こ れまで どちらか とい
うと紹介 される機 会の多 くはなか った イタ
リアのアール ・デコを取 り上げるに止 まら
ず,イ タリアのモ ダニズムそしてポス トモ
ダンにまで目を向け,広 範な内容が盛 り込
まれている。他の4冊 に比べて,ア ール ・
デコと現代 との結 びつ きがより強 く訴えら
れてお り興味深い。アール ・デコ再評価 の
動向は,ポ ス トモ ダンの起こりと時を同 じ
くしているわけだが,こ こで はその両者の





気 を送 り込んだのは未来派である。バ ッラ















再興 したい という悲願が込められてい る。
1900年代(=20世 紀)の900を とって ノ
ヴェチェン ト運動と称 されるものであ った。
シンプルな古代モチーフは,装 飾美術の近
代化にも適ってはいたが,30年代にはファ
シズムの慕 う重厚な記念碑 的デザインへ と
吸収 されてい く。今ひ とつは,モ ダニズム
の傾向である。何 れもシンプルで調和 を旨




つの流 れのいわば中道 を行 き,最 もアー
ル ・デ コ的であ った と位置づけられるのが,
ジオ ・ポ ンティであった。彼は古代モチー
フからサーカス,ス ポーッ,バ レエ といっ
た同時代 的主題 まで操 りなが らイタリア風
を体現 し,編 者がい うように,戦 後のイタ
リアン ・デザインのルーッともなっていく
のである。加えて,ガ ラス,陶 芸,フ ァッ
ション,自 動車のデザ インなどに も多数の
図版が割かれ,イ タリア ン ・デコの豊かな
成果 を目にすることがで きる。戦後のモダ
ン ・デザ イン,そ してポス トモ ダンに も共
通に見 出せ る,「が っち りした彫刻性 と鋭
い調和 の感覚 と柔軟 な発想=文 中」は,ま
さしくイタリア的な天才である。 さらに編
者はその背後に,カ ンや超能力にも例 えて,
スポ ンターネオ(「自然 に発露す る」 とか
「自然 な感情に従 った」 などという意味e
文中)な 「地中海感覚」が満 ちていると説
く。合理主義ではとらえきれない人間の心
理的側面や感性 を再びデザインに取 り込 も
うとするポス トモダンにとっても,当 然そ
の能力は求め られるものだったのだろう。
他の3冊 について も簡単に触れてお くと,
第2巻 と第3巻 は海野弘,中 子真治両氏 の
共編で,そ れぞれ 「ニューヨーク 摩天楼
のアール ・デ コ」,「ハ リウッド/マ イア ミ





駆 となる。20年代中葉か ら大恐慌 までのわ
ずかな間に,ア メリカン ・デコは爆発的に
開花 した。20世紀の新 しい都市生活 を形作
ることがアール ・デコに課せ られた役割で
あったとすれば,ニ ューヨークはあるいは
パ リより相応 しい舞台だったのか も知れな
い。映画の王 国ハ リウッドもまた然 りであ






また5巻 とも共通 して,そ れぞれの内容
に即 したアール ・デコの小事典 と年表が付
されてい る。各編者の紀行文風に綴 られる
「アール ・デコの旅」は,編 者 自身の撮影
による図版 も多 く交えて,今 日残 されてい
るアール ・デ コの街並みを紹介す るもので,
臨場感があ り楽 しい。 これには詳 しい地図
まで掲載 されている。 さらに,5巻 を通 じ
て連載 されている 「アール ・デコの源流 と




先 にも述べたが,ア ール ・デコの世界を,
我々自身の 目か ら感覚的にも理解 しようと




みても,そ のようなことを感 じず にはおれ
ない。
(竹内利夫 徳島県立近代美術館)
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